
講義を受けるまでは、第一勧業信用組合が具体的にどのような役割を果たしている組織

なのかをほとんど知りませんでした。しかし今回の講義を通して、社会の大半を占めてい

る中小企業や、地域に根差した人々の暮らしを支える、非常に重要な存在であることを学

びました。普段あまり意識することのない金融機関の役割について、改めて深く考えるき

っかけになりました。 

第一勧業信用組合は、営利を第一の目的とする一般的な銀行とは異なり、相互扶助の精

神を基盤として、組合員同士が支え合うことで成り立っている組織であるという点が強く

印象に残りました。利益を追求すること自体を目的とするのではなく、組合員や地域社会

が抱える課題に寄り添い、共に解決していこうとする姿勢が、講義全体を通してよく伝わ

ってきました。特に、地域社会への貢献を最も重視している点が、お二人の言動の端々か

ら感じられ、その考え方に共感しました。 

「ソーシャルビジネス応援ローン」をはじめとする取り組みからも、単なる資金提供に

とどまらず、社会的課題の解決を目的とした事業を積極的に支援していることが分かりま

した。こうした活動は、地域が抱える問題を解決していこうとする姿勢の表れであり、非

常に意義のある取り組みだと感じました。また、全国各地に連携している機関があり、東

京の組合員と地方を結ぶ役割も担っているという点も印象的でした。地域同士をつなぐこ

とで、より幅広い課題に対応していることが理解できました。 

さらに、SDGs の推進など、持続可能な社会の実現に向けた取り組みも行われており、

社会や時代の変化に合わせて柔軟に対応していることが分かりました。そうした活動が世

界的にも評価され、日本で初めてGABV に加盟したというお話を聞き、大きな驚きととも

に、その取り組みのすごさを実感しました。 

今回の講義を通して、中小企業と地域社会のつながりに改めて目を向けることができ、

それを支えている組織や考え方について理解を深めることができました。今後の社会を見

る視点が広がる貴重な機会となりました。ありがとうございました。 


